
1. 令和7年度事業報告について
（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

1. イベント交流活動事業
（１）「第38回北海道スカイスポーツフェア ｲﾝ 滝川」の開催
　・テーマ　　「手が届く空がある　たきかわ」
　・日　　時　　令和7年7月27日（日） 9：30～15：00
　・場　　所　　「たきかわスカイパーク」（滝川市中島町地先石狩川河川敷）
　・主　　催　　公益社団法人北海道スカイスポーツ協会
　・共　　催　　公益社団法人滝川スカイスポーツ振興協会、滝川市
・後　　援　  国土交通省北海道開発局／北海道／(一財)日本航空協会

(一財)北海道開発協会／(一財)北海道河川財団／(一財)石狩川振興財団
(一般)北海道開発技術センター／(一財)北海道道路理技術センター
(一社)寒地港湾空港技術研究センター／(公社)北海道観光機構
(一社)たきかわ観光協会／滝川商工会議所

・協　　賛　　(株)北海道銀行／(株)ドーコン
山崎石材工業(株)／(株)ホンダカーズ滝川／宝石時計メガネの川口
(株)フジファシリティー／(株)空知自動車学園／びっくりドンキー
(株)菱友／北門信用金庫／(株)田端本堂カンパニー／米倉商事(株)

(株)マツオ／(有)エアーストリーム・ジャパン日本総代理店
滝川自動車運輸(株)／(有)谷口板金工業所／北海道中央バス(株)

(株)miura／(株)松尾めん羊牧場
　・来場者数　　4,000人

・概　要
滝川市でのスカイスポーツフェアは、7年振り6回目の開催となりました。
フェアに先立ち7月5日(土)には、札幌駅前通地下歩行空間(チ・カ・ホ)において第38回北海道スカイ
スポーツフェアイン滝川の事前PRイベントを開催しました。北海道滑空協会の皆様をはじめ、各スカ
イスポーツ団体の皆様のご協力をいただき、多くの来場者により大変賑わい、大盛況で終えることが
でき、大きな宣伝効果があったものと思います。
フェア当日は、前日より雨が降り続け、天気予報も当日は悪天候でフェア開催するには絶望的な状
況でしたが、７時からスタートする熱気球とヘリコプターの体験搭乗は雨風が強く残念ながら中止と
したものの、7時30分の決心の時点では、天候の回復が見込まれ、9時30分からスタートするプログラ
ムには支障がなく、予定どおり開催することとしました。
中止となった熱気球体験搭乗については、毎回、朝早くから長蛇の列ができるほど人気が高く、前
回の美唄フェアより事前申込にしましたが、今回も搭乗者、限定100名に対して、600名近くの皆様か
ら申し込みがありました。
フライトの始まりは水上飛行機からスタート、そして、モーターパラグライダーとフェアの開催機
運を大きく高めてくれました。
滝川恒例のグライダーからのお菓子まきには多くの子供たちが集まり、天候もほぼ快晴となりフェ
アをさらに盛り上げてくれました。
スカイスポーツ教室では、紙飛行機、竹とんぼ、凧づくりのほか、新たにゴム動力飛行機作りに取
組み家族連れが多数参加し、一生懸命に作った自分の作品での模擬競技会では、飛ぶ距離や高さを競



い、大きな歓声が上がっていました。また、スカイダイビングの2人のダイバーが晴天の上空から降下
し、滝川市旗と大会旗をなびかせながら目標地点に見事着地し大喝采を受けました。その後のセレモ
ニーでは、前田滝川市長に市旗を返還後、市長より歓迎のご挨拶を頂きました。
午後からのプログラムについても終盤より風が強くなり、2回目のスカイダイビングは中止としまし
たが、その他のプログラムについては、予定どおり開催することができました。アトラクションでは
前回開催時に非常に好評だった美唄市民有志によるチョークフェスティバルを実施しました。
グライダー体験搭乗の抽選会はジャンケンで行われ、8名の方が滝川の上空を存分に楽しみ喜んでい
ただきました。そして毎回恒例の「おたのしみ抽選会」は午前と午後の2回に分けて行い、当選者の
番号が発表される度に、大きな歓声があがっておりました。 
　プログラムの各種目について、天気の回復もあり、一部のプログラムの中止はありましたが、無事
終了することができました。
今回のフェア開催にあたって、ご後援、ご協賛いただいた関係機関、団体、企業等の皆様、そして、
大会準備、運営に多大なご尽力とご協力をいただいた滝川スカイスポーツ振興協会、滝川市はじめ、
各スポーツ団体の皆様に厚くお礼申し上げます。　

・プログラム実施内容
〇飛行展示（デモフライト）
水上飛行機、モーターグライダー、マイクロライトプレーン、モーターパラグライダー、スカイダ
イビング、模型飛行機（ラジコン）、軽飛行機、スポーツカイト　

〇地上展示
水上飛行機、モーターグライダー、マイクロライトプレーン、モーターパラグライダー、模型飛行
機（ラジコン）、スポーツカイト、軽飛行機、熱気球（バスケット）

〇スカイスポーツ教室、模擬競技会
　紙飛行機、竹とんぼ、凧作り、ゴム動力飛行機作り
〇体験会
モーターグライダー、パラグライダーふわり体験、模型飛行機（ラジコン）操縦、スポーツカイ
ト操作、熱気球搭乗（係留）、ヘリコプター体験搭乗（有料）

〇アトラクション
お楽しみ抽選会、模擬競技会

〇グルメコーナー
　キッチンカー

（２）スカイスポーツ競技会への支援
①「HOSPA杯争奪スケール飛行大会」　北海道RC模型航空連盟
　・10月に札幌市で開催予定のところ、参加者少数につき実施しなかった。
②「HOSPAカップ島牧ミーティング」パラグライダー　北海道ﾊﾝｸﾞ･ﾊﾟﾗｸﾞﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ連盟
　　・10月4日（土）～10月5日（日）島牧村歌島高原で開催予定のところ、参加者少数につき

実施しなかった。

（３）スカイスポーツ関係者交流会の開催
・開催日　11月25日（火）17:30～
・場　所　札幌市中央区　　参加者　5団体　8名
　フェア開催時に集合する以外では、年に一度のこの交流会はSS団体が一堂に会する唯一の機会



で、各スカイスポーツ団体の活動状況やスカイスポーツフェアに関する意見交換などを行った。

2. 啓発普及活動事業
（１）広報誌等の発行による啓発普及
① 広報誌「あえる」第67号発行　1月15日付
会員、スカイスポーツ団体、関係法人等幅広く配布。ホームページにも掲載し、今後開催予定
の各種講習会･体験会・ＳＳ教室や北海道スカイスポーツフェア来場者にも配布する。

➁ スカイスポーツイベントカレンダーの発行
道内各団体の主要イベントを収集し、4月に発行。
関係者他一般に配布、ホームページにも掲載した。

（２）情報収集提供
① ホームページの活用
・当協会案内の更新（事業計画・決算情報等の開示）
・広報誌「あえる」、北海道内におけるイベント情報及びスカイスポーツガイドブック等の掲載
・主催・共催事業・トピックスのお知らせ、フェアDVD動画の掲載
ここ数年当協会ホームページのアクセス件数は順調に増え、今年度は月平均4,000件を超え
る状況となっております。

　②「レッツ・スカイスポーツ2025」の開催
　　　札幌駅前通り地下歩行空間（チ・カ・ホ）にて、グライダーやウルトラライトプレーンなどの
各種スカイスポーツ機材を展示し、一人でも多くの人に、見て、触れていただき、より身近なス
ポーツとして興味をもっていただけるように情報提供を行った。
　　また、7月27日に滝川市で開催するスカイスポーツフェアの事前PRを合わせて行った。
　　・日　　時　　７月５日（土）９時～１９時
　　・場　　所　　札幌駅前通り地下歩行空間（チ・カ・ホ）北３条交差点広場
・展示機器　　グライダー　～　機体１機、フライトシュミレーター１台

　　　　　　　　　ウルトラライトプレーン　～　DVD放映
　　　　　　　　　パラグライダー　～　シミュレーター１台、DVD放映
　　　　　　　スポーツカイト　～　スポーツカイト機体３機、和凧５枚、子供教室
　　　　　　　竹とんぼ　～　アート作品展示、子供教室
　　　　　　　その他　～　スカイスポーツフェア滝川事前PR：ポスター展示、チラシ配布
　　　　　　　　　　　　　広報誌配布、DVD放映
　　・来場者数　　約2,000名

③ 後援共催等イベント支援事業
・「第52回北海道バルーンフェスティバル」　上士幌町航空公園（上士幌町）
　8月1日（金）～　3日（日）
後　援　　　(公社)北海道スカイスポーツ協会
参加機数　　39機
競技参加者　290人
観客数　　　25,000人

　　・「第30回二宮康明杯全日本紙飛行機選手権大会」　つどーむ（札幌市東区）
　　　　9月22日（月）～23日（火）



後　援　　　(公社)北海道スカイスポーツ協会
来場者数　　510人

（３）体験会の開催
① 赤井川パラグライダー無料体験会
　北海道ハング・パラグライディング連盟主催の無料体験会の開催を予定していたが、
中止となった。

　② みんなのスカイスポーツ教室
　　　10月5日（日）　前田森林公園ひろびろ原っぱ（札幌市手稲区）

・「熱気球」体験搭乗会　　  参加者110名　抽選で事前に決定（申込者450名）
　　　・「スポーツカイト」演技　　風が弱く、一部の実施となった。
　　　・「紙飛行機・ゴム動力模型飛行機」演技と体験　　風が弱かったが、実施した。

　（４）安全講習会等の開催・支援
　 ① 安全講習会の開催・支援
　　〇マイクロライトプレーン
　　開催日　　令和7年3月30日（日）　9：15～11：45

　　場　　所　　かでる2.7
　　主　　催　　北海道ウルトラライト航空連盟
　　共　　催　　(公社) 北海道スカイスポーツ協会
　　講　　師　　ＪＭＬ理事　大塚　健一　氏
　　　　　　　　北海道ウルトラライト航空連盟事務局長　野中　兼一　氏
　　テ ー マ　　1　近年のマイクロライト事故概要「再発防止に向けて」
　　　　　　　　2　全国JML会員の楽しく安全な飛行啓発の推進
　　参加人員　　25名
〇ハング・パラグライダー
  北海道ハング・パラグライディング連盟主催の安全講習会の開催を予定していたが、
中止となった。

　② 指導者研修会の支援
　 〇グライダー（北海道滑空協会主催）
 　 　開 催 日 　11月1日（土）、11月2日（日）
　　　場　　所　　たきかわスカイパーク（滝川市中島町）
　 　　　主　　催　　北海道滑空協会
　　　　 後　　援　　(公社) 北海道スカイスポーツ協会
　　　講　　師　　櫻井玲子（日本グライダークラブ フライトインストラクター）

内　　容　　失速領域での挙動の確認及び状況判断など
　　　参加人員　　5団体10名
③ 安全対策検討会
開 催 日　　11月25日（金）15:00～17:00

　　  場　　所　　ほくほく札幌ビル（札幌市中央区）
　 　　　主　　催　　(公社) 北海道スカイスポーツ協会

参 加 者　　5団体　8名
内　　容　　運輸安全委員会の航空事故発生状況の資料についての説明等を行った。



　　　　　　また、日頃の安全対策等について、各スカイスポーツ団体からの説明を受けると
ともに、安全対策等に関する意見交換を行った。

3.その他の主な活動
　開催会議
令和7年4月22日(火)　令和7年度第1回理事会　　　ほくほく札幌ビル

　　令和7年5月27日(火)　令和7年度定時総会　　　　　かでる2.7

令和8年3月23日(月)　令和7年度第2回理事会　　　ほくほく札幌ビル


